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「暗記社会科」の通過儀礼的意味
f左
?
健 可
On the Rites of Passage Function 
in Social Studies as Memory Subject 
Takeshi SANAGA 
1 問題の所在
社会科の授業について研究する方法のーっとし
て，いわゆる研究授業がある.社会科の授業は，
社会的事象について子どもたちが自主的に考え，
理解する過程として構成される.そのような過程
を通して，社会的事象についてのすぐれた知識を
習得させ，考える能力や考えようとする意欲や関
心，態度の形成を目指すもの， というのが一般的
な理解である.このような授業をどう構成するの
か，について実証的に検討するために研究授業は
行われる.
ところが，受験期に近づくと研究授業はできな
いという.すぐれた力量のある教師がいう場合も
少なくない.小学校においても学期米の学習のま
とめとしてのテストを笑施する時期も，同様であ
る.研究授業で行われるような「考える社会科j
ではなく，テストで点数を得るための「暗記社会
科Jの授業を行う.どんなことをどれだけ暗記し
なければならないかについて明示的に提案する授
業である.教師自ら「社会科的知識を数多く与え，
強制的に記憶させたほうがどれだけてっとりばゃ
い指導になるかわからないという人」による「イ
ツワ 1)の社会科学習を残念に思っている 1つとい
う状況がある.
また，研究者の立場からも同じような指摘があ
る.r社会科の現状から，筆者が指摘したい課題の
一つは，十把ひとからげの覚える社会科の克服で
ある.教科書や資料集などによって，地名や産物
や歴史上の出来事，また社会に関する諸概念など
を， うのみにして覚えるだけの社会科授業は，決
して少なくない.むしろ，そのような授業が大勢
を占めている 2つというのである.
一方，学習者は常に客観テストにおいて高い点
数を得るため，社会的事象を記述する用語等を暗
記する学習にカを注ぐ.多量に系統的に事項を記
憶し，正確に問われた事項を再生できるようにす
る.さらに本来であれば思考や解釈，判断の結果
として導かれるべき内容をも予め暗記し，テスト
では再生するということさえ認められるのである.
もちろん学習者は，いう.r昔のだれそれがどう
したの，どこそこがどうなったのという話のどこ
がおもしろいのか.あるいは現代社会で、どういう
組織や機構があって，それがどうしたのこうした
のという話. ともかく，今の私には何の関係もな
い(としか思えない)話についてこまごまとした
ことを党えさせられる勺ような社会科は好きに
なれない.
このように，教師自身，研究者，学習者のどの
ような立場からも一貫して否定的な評価がなされ
ている.それにもかかわらず「暗記社会科Jが姿
を消すことがないのは，なぜであろうか.その原
因をテスト研究が行われていないことに求める見
128 {左長健百j
解があるだろう.社会的思考力や判断力，社会へ
の関心等を的確に評価するテストが開発されてい
ないのである. したがって，社会的思考力の育成
を目標とする授業であっても，テストになれば個
別的な知識が間われることになる.このようなテ
ストが「暗記社会科」を温存，隆盛させてきたと
するものである.
もう一つは，実は「暗記社会科Jを望んでいる
ことが考えられる.すなわち， I暗記社会科Jのた
めに消費される教師と学習者のエネルギーと時間
は，途方もない量になるものと想像することは容
易である. しかも，嬉々として熱中している場合
も少なくない.このことからすれば，実は両者は
「暗記社会科Jにその対価に見合うだけの十分な
価値や意義としての意味を見出しているのではな
いか.
本小論は教師も学習者も Ifl音記社会科jを望ん
でいるとみる立場から，次のような考察を進める.
はじめに， I暗記社会科」を排除しようとしてきた
従来の批判が不完全なものであったことを指摘す
る.次に，具体的な「暗記社会科jの授業事例を
取り上'f，その構造を「考える社会科」と対比的
に明らかにする.第3に，明らかにした構造にも
とづき，われわれが密かに「暗記社会科Jに付与
している意味を刷出していく.最後にその意味を
吟味しつつ， I考える社会科」と「暗記社会科jと
の対立関係を無力化する方向を求めることにする.
2 不完全な「暗記社会科J批判
(1) 終始否定されてきた「暗記社会科J
そもそも社会科の出発点から，暗記を克服する
ことが基本的な立場であった.このことは，初期
社会科の学習指導要領(試案)に明確に述べられ
ている.戦前の地理科や国史科は「一応体系的に
務えられた内容を，主として教科書の頁を追って
学習させるという行き方であったために，おもに
知識のみが与えられる結果となり， とかく記憶さ
れた知識の量の多少によって教育の成果を測るよ
うな弊に陥ったことはだれしも認めるところであ
ろうムしたがって，これからの社会科で重視され
るのは「そのような知識ではなくて，現実の問題
を解決するのにぜひとも必要と考えられる根本的
な能力，すなわち地理的に，また履史的にものご
とを見たり考えたりする能力であろう叶と明言
している.
この初期社会科は十分な実践を行われることな
し転換を余儀なくされたことはよく知られてい
る.その後の社会科の展開に「経験主義と対立す
るものを保守および進歩の注入主義とし，その間
に三どもえの関係を見いだす5)Jというのは，初期
社会科の誕生に携わった上回葉氏である.
しかし，上田氏から「注入主義」と呼ばれる立
場においても，そのような名称、を甘んじて受ける
ものではなかった.考える，理解する過程を重視
するものであった.だから，たとえば「学習内容
は， 目標との密接な関連においてとらえられるべ
きではあるけれども，目標にせまり得るものなら
ば，どんなことを取り上げてもよいというもので
はないであろう. というのは，せっかく苦心して
取り上げた内容であっても，児童がそれを理解し
得なかったり，結果として断片的な知識の覚え込
みを強要するに止まってしまったりすることが少
なくないからである勺と学習内容や教材の精選
を図り， I暗記社会科jを排除しようとする.
一方， I進歩の注入主義Jと名付けられた立場に
おいても，その実現を目指す社会科の授業は「暗
記社会科jではなかったことはいうまでもない.
「今日までに人類が到達した認識には，子どもの
自発性ではこえがたい絶対の彼岸がある.その彼
岸にわたるためには，学問と結ぶ以外に方法はな
い.もし，学問との結合を抱否したならば，あれ
やこれやの仔士会常識jや， r泰仕jとか f義務j
を強いる f態度jや，社会諸現象・諸機能のf暗記j
におちいらざるを得ない7)J という.科学的な内
容，方法にもとづき社会科授業を構成することに
よってこそ「暗記社会科Jからの脱却を可能にす
ると主張するのである.
昭和40年前後から新しい指導方式が次々と登場
してくる.たとえば範19U学留がある.そこでも，
学習者は刊際別的・断片的な知識を数多く暗記して
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いるが，その意味を真に理解していない，つまり
学力がたんに雷語的知識のものしりであるにとど
まり質的には低下している吋ことを指摘してい
る.この問題を克服するために「学習指導の新方
式Jとしての範例学習が生まれたというのである.
ところで，中等社会科においては加藤文三氏の
「すべての生徒が100点をjというスローカツのも
とに反復テストによる「基礎的知識」の習得を自
指す実践が試みられた.r棒暗記jしてでも習熟さ
せるという点からすれば， r暗記社会科」といえよ
う.しかし，そのような実践を通して「知識の中
に，教師がきちんと教えて覚え込ませる部分と，
教えても，教え込ませてはいけない部分，生徒が
自主的に学び，自由に考える部分を，きちんと区
別するようになってきた吋のである.したがっ
て，暗記することは極めて限定的で f考える社会
科」に資する予備的な部分に過ぎないとされた.
(2) 考察の対象とされない「暗記社会科j
これまでみてきたように， ra音記社会科jはどの
時期でも，またどのような立場からも常に否定さ
れてきたのである.しかし，これらの「暗記社会
科j批判には重大な欠陥があるといわざるを得な
い.それは， r暗記社会科J及びその授業を具体的
に批判の対象として取り上げていないということ
にある.批判の対象となる「暗記社会科」及びそ
の授業がどのようなものであるか，どこにどのよ
うな問題があるのか，それはなぜか，について具
体的な検討，考察がなされていない.rn音記社会科」
の学習指導案や授業記録を明示して批判的考察を
することなしそれは望ましくないという出発点
を自明のこととして，どのような授業をすべきか
を提案するものばかりだったのである.
このような批判のあり方は，いわば診断のない
処方のようなものである.結果，研究と実践との
議離を招き，隠れたところで「暗記社会科jを温
存することに加担してきたのではないか.r暗記社
会科jと f考える社会科」との対立的なとらえ方
を崩すことはおろか，ますます強濁にするもので
あったとみるべきであろう.
管見によれば，数少ない例外は森分孝治氏の場
合である.教育実習生の研究授業における学習指
導案を引用し，原理的な批判を行っている.その
帰結は， r教科書や参考書こ，事典，地図，年表を開
けば引き出せる種類のものJを学ばせる授業を生
み出す「今日の社会科の教科内容編成，授業構成
では，より多くの事象についてより多くの知識を
習得することが目ざされていくことになり，子ど
もは転移カのない多量の知識を顕につめ込み，暗
記していくことを強いられていく 10リというもの
である.
しかし，森分氏が分析，考察の対象とした授業
は教育実習におけるものではあるが，研究授業で
ある.r今臼の平均的な授業と判断されるものjと
いうが，教育実習生の研究授業におけるそれであ
ろう.研ー究授業は当然 f考える社会科」の笑現を
毘指して行われる.分析，考察の対象である学習
指導案においても本1寺の目標は，r特色と問題を考
えさせるよ「考える態度を養う」と理解，態度の
育成が明記されている.学習活動，指導上の留意
点にも「考え，話させるJ，r気づかせるJ，r考え
させる」というように学習者に考えさせたい意図
が繰り返し述べられている.
こうしたことからすれば，この授業は「考える
社会科」を意図しながらも「暗記社会科」に揃っ
た事例だといえる.テスト時期や受験期になって
出現する rn音記社会科」を支持する教師からみれ
ば，緩めて不完全な「暗記社会科Jの授業だと受
けとめられるものである.
そこで，改めて何者記社会科J授業の呉体的な
分析，考察を行うことにする.r考える社会科jを
目指していたのに「暗記社会科jに転じてしまっ
たというような事例ではなく，必要事項を多量に
確実に暗記することを目標とするような授業を対
象とする.
3 r暗記社会科J授業の実際と構造
(1) 予備校における日本史の授業
受験関係の出版物は非常に多い.なかでも注呂
されるのは，大手予備校の著名な教師の講義記録
をそのまま活字にしたものである.家庭に居なが
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らにして著名予備校教師の講義を読む(聴くかの
ように)ことができるという，新しいタイプの参
考書である.また，これは予備校における授業記
録ともいえるものでもある. 1者記社会科jのすぐ
れた授業の記録として，考察の対象にする.
以下では，大学受験のための日本史の授業を取
り上げる.授業によって「最終的に目指すのは100
点という3桁の数字です11)jとその目標は明確でいあ
る.
まず，学習方法の改革を提案する.講義に応じ
て自らノートを作成していくことが指示される.
字句まで正確に暗記するために， 自分の手で実際
に書くことが重要だ.また，各時代の暗記事項を
それぞれノート見聞き 2ページに簡潔にまとめ，
暗記する事項が各時代ごとに一覧できる工夫も必
要である.ノートの空白部分には，教科書の地図
や写真等の資料を添付し，それらの出題にも備え
ておかなければならない.欄外に注を付けるなど
して，自分なりに活用できるように作成すること
を勧めている. もちろん，ノートに記した事項は
完全に暗記しなければならないという.
講義を聴き，ノートをまとめるだけでなく，多
様な設問の形態になれるために 6滞の問題集はや
りとげなければならない.授業でやったことが本
当に出題されているかについて確認しながら，授
業と平行して解いていくのである.そのうち 1冊
は史料問題集である.史料に興味をもつのではな
く，答えを暗記しておけば，必ず同じ開題が出題
されるという.最後は受験の直前に， I赤本j(特
定の大学の過去の入試問題集)及ぴ一問一答集を
やりとげ，完全に暗記したかどうかを確認して，
対策は完全ということになる.
さて，教科書の使い方であるが，基本的にはノー
トを読み返したときの解説書として活用するよう
に指示している.暗記するのはノートに記された
事項である.それらの事項を関連させて暗記しよ
うというときなどに教科書の記述にあたればいい
とされる.
「縄文文化」の授業12)から，実際の授業を概括的
にみてみよう.先土器時代で暗記事項をまとめた
場合と悶じように， I縄文文化の時代は地質学では
何というか?jと問題を提起し，沖積世，あるい
は完新世ということを知らせ，両方覚えておくよ
うに指示する.さらに， ノートの欄外に注として
「今も沖積世である」とメモしなさいという.次
は， I考古学的にはこの時代を何というか?jであ
る.新石器時代であることと磨製石器が登場した
ことを述べ， I縄文時代には打製，磨製とも併用さ
れたjと注に記すように指示する.このことは，
実際に出題されたという.そして地理的な内容へ
と進む.氷河時代が終わり，海進期になり日本列
島が形成されたことに触れる.気候は現在のよう
なモンスーン気候に移行したので， I気候は次第に
温暖化した」とノートに書くように指示する.ま
た，この時代になって土器の製作を覚えたこと，
縄目の模様が入っていることから縄文土器といわ
れ，その形態から早・前・中・後・晩の 5期に区
分されることを述べる.
学習者は，このような一方的な講義としての授
業に耳を傾けながら， ノートに暗記事項を記して
いくという単調な活動を行う.ここでいえば， I沖
積i!UI完新世j，I今も沖積世であるj，I新石器
時代j，I磨製石器j，I縄文時代には打製，磨製と
も併用されたj，I?毎進期j，I気候は次第に温暖
化j，I縄文土器j，I早・ JVi.中・後・娩」という
ようにノートに記入していくことになる.
以上が縄文時代の概観である.この後，比較し
て暗記しやすくするために伺じように弥生文化，
古墳文化の概観を述べ，暗記事項を明らかにする
と，再び縄文時代の文化について詳綿に述べてい
く.縄文時代全般についての暗記事項を縮羅して
明示していく.
その中で，竪穴住聞については次のようにいう.
「きあ，ここで関連う字は竪穴のf竪jです.“民主"
という字はどう見ても『たてjとは読まないです.
これは fケンjrかたいjです.竪穴の『竪jは下
が『立つ』という字で，ここを間違うと 2点が飛
んでいきます.問題を作る側，採点する側の気持
ちを言うと，問題を作るほうは何でもなく作りま
すが，採点する側は，答案にチェックを入れる場
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合，何百枚と見るわけだから『竪jだけ，しかも
f立jだけ見てしまう.だいたい上は合っている
わけですから.だから『立jだけに神経を集中す
るんです日)Jという.同様な指摘は f骨角器jにつ
いてもなされる.r魚jを「格jと間違う場合が多
いのである 14)
また，縄文時代の後期，晩期の土器については
教科書に写真があるので，切り取り，ノートに貼
りつけておくように指示する.
さらには，新しい学説の登場による出題につい
ても言及する.r従来の受験参考書には，縄文土器
は手づくね法で，弥生土器はろくろを使うという
ふうに，よく表に分かれているでしょう.あの長
い定説がついに覆りました.製法においては縄文
土器と弥生土器はほとんど向じです.知っておい
てくださいね.これが最新のデータなんです.こ
の文章が正誤問題で今年の関西学院に出た.受験
者一向，全員が関連ったと思いますjと問題文を
紹介し，注意をl喚起する 15)
このような授業で，さらに36項自の暗記事項が
明示されるのである.概観の部分と併せると，縄
文時代の文化に関する内容では，合計46の用語，
文を暗記することになる.ただし， 1四分の授業
は先土器時代から縄文時代の文化をその範囲とす
る.また，縄文時代の文化において重要な事項を
よりよく暗記するために，弥生文化，古墳文化の
特徴との比較を行う.そのなかで，弥生文化，古
墳文化の重要事項をも暗記するように指示してい
る. したがって，暗記しなければならない事項は，
100項目を越えている.
学留者は，この授業の後問題集の問題を解く作
業をする.場合によっては，授業のなかで実際に
出題された問題に答える活動をすることもある.
いずれにしても暗記したかどうか，正しく暗記事
項を干写生することができるかどうか， を必ず評価
するのである.
(2) 醸史認識を育成する日本史の授業
ra音記社会科jの授業の構造を明らかにするため
に， r考える社会科」と比較をする.以下では先の
事例と同じく中等社会科目本史の授業で，縄文時
代を取り扱ったものを比較の対象として取り上げ
る.r加曽利の犬の謎を追うー縄文人の生活-J16) 
である.
この授業は，r狩猟採集中心の獲得経済を基盤と
した縄文時代の社会と人々の生活を，加曽利貝塚
で発見された一頭の犬の埋葬遺体の写真から生徒
に考えさせようJというねらいで、行われた.
第 lfl寺の冒頭で，加曽手Ij艮;塚で発見された一頭
の犬の埋葬遺体の写真を提示し，犬が完全な遺体
で出土したことを知らせる.rなぜ犬だけが貝塚の
中から完全な遺体で発見されるのでしょう」と問
題を設定する.生徒各自で考えをまとめ，同じ考
えの者が集まりグループをつくる.グループ。では，
全体での討論に備え，説明の内容や方法，他の考
えに対する批判的見解をもつために協議をする.
第3，4時には，ク、、ルー フ。で、の協議によって明ら
かになったことをもとに，全体で討論を行う.
最後に「どの班が自説の説明や他説への批判lこ
おいてすぐれていたかjを明らかにする投票をす
る.このような討論とその棺立評価である投票結
果から，r自分たちの説により多くの支持を集める
ためには，なにより事実にもとづいた論理的な思
考が大切で、あり，わかりやすい，具体的な説明が
必要で、あることを，生徒たちはさきをもって学んで、
いったのであり，各自の歴史認識の個性と能力が
きたえられていったのであるJという.
(3) r暗記社会科」授業の構造
二つの授業を一般佑し，対比することによって，
重要な対立項がうかびあがってくる.まず授業の
目標であるが， r暗記社会科jの授業では暗記しな
ければならない多数の項目を知り，多量に暗記す
ること，及び答案作成において間違えやすい点や
新しい出題傾向を知るなどして正しく暗記事項を
再生することが目標とされる.一方， r考える社会
科」の授業の場合は，具体的な資料，事実をもと
に仮説をたて，議論していくことによって，自分
なりの歴史像，社会像を形成することにある.
教材では，前者は授業の目標において暗記しな
ければならないとされる内容である重要事項その
ものが提供されるに過ぎないので，目標を構成す
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る内容と独立に記述することは困難となる.後者
ではトピック的で限定的な事実，事象で学習者の
興味や関心を強く喚起するものでその解釈におい
ては疑念が生じたり，議論が起きたりする内容が
提供される.
さて教具や指導法，学習活動についていえば，
前者は一方的な教師の説明が大部分て二残りのい
くらかの時間が実際に問題を解く作業に充てられ
る.それに対して後者は，多様で、ある.視覚的な
資料や読解のための資料を活用し，発問がなされ，
発表，質疑等で構成される討論を中心として構成
されている.
これらの目標や教材，学習活動においては，従
属性/主体性という対立がみられる.一方的に教
師の説明を受容し，再生するのに対して多様な学
習活動において自主的に考え，自らの解釈や判断
を行っていくという差異から明らかである.
加えて前者は，興味・関心など無視され，自由に
考えたり吟味したりすることは当然拒否され，取
り扱われた多量の概括的網羅的な内容の一方的な
受容が求められる.後者は，具体的な資料で興味
や関心，問題意識を喚起し，限定的な内容を討論
として取り扱うのである.楽しく学務できるよう
に配慮、されている.つまり，苦痛/楽しみという
対立が認められる.
学習者の変容に対する期待及びその評備につい
ても大いに差異が認められる.前者は，暗記量を
計測するテストを評価の方法として位置付け，授
業と直結している.学習者にも出題傾向を知るな
ど評価について熟知し，十分な答案を作成するこ
とが期待されているのである.その点，後者は自
分なりの歴史像，社会像を形成するとともに，そ
の方法，能力についても確かなものを身につける
ことを期待するが，評価については不明瞭で、ある.
学習の様子についての教師自身の概括的な判断に
よって麗史像，社会像の形成が評価されるにすぎ
ない.ここに，厳密な評価/不明瞭な評価という
対立を認めることができる.
すなわち， r考える社会科jの授業づくりはこれ
らの対立項のうちそれぞれ主体性，楽しみ，不明
瞭な評価を指針として選択することによって進め
られる.すなわち，主体性を発捧できる楽しみの
ある授業で，評価は不明瞭にとどめておこうとす
る授業づくりだといえる.
ところで， r考える社会科jにおいて評価を不明
瞭にとどめておこうというのは，主体性の尊重に
由来するものである.主体的であるべき学習者が
その主体性を発揮して社会像や墜史像を創造する
のである.その創造した所産はその主体的な学習
者の最も本質的な部分であり，十分に尊重されな
ければならない.そのようなものを軽軽に評価す
るなど許されない.学習者の主体的な創造物を不
当に扱うことにもなりかねない.そのため，授業
計画や実践記録には評価に関する部分が明示され
ることはない. もし明示して，そのようなことが
そんなに簡単にわかるのかと間われたら回るので
ある.また，厳密、な評価が学習の楽しさを損なう
ようになってはならないこともある.
以上の考察から「暗記社会科」の授業づくりの
構造が明らかになった.すなわち，従属性/主体
性，苦痛/楽しみ，厳努な評価/不明瞭な評価と
いう 2項対立関係において， r考える社会科」と対
応関係にあるといえる.
4 通過儀礼としての「暗記社会科」の学習
(1) rギンギンにならないj学習者
無意味とも思えるような多量の事項を暗記し，
再生するという単純で有意義の認められない「暗記
社会科」の授業の構造は先に明らかにしたとおり
である.それにしても，学習者はなぜこのような
ra音記社会科」の授業に耐えることができるのか.
あるいは熱中することができるのか， と開いたい.
無意味とも思えるような多量の事項を暗記し，再
生するという単純で意義の認められないような作
業に参加するのはなぜであろうか.
それは，学歴という現実的な利益の獲得を目的
とし，何者記社会科Jの学習を手段として位置付け
ていることによるものだろう.これはマスコミが
大いにH宣伝するところでもある.
しかし，現在の学習者の実態からすれば，疑わ
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しいといわざるをえない.たとえば，次のような
指摘がある.Iマスコミは，受験戦争を報道すると
きに，東大大蔵省次官一大臣コースを設定す
る.そして『一流j大学志向は，大変な出世意欲
に動機づけられているかのような紋切型解説を好
む. しかし，現実の教育パパやママ，それに受験
生の心理は， もっと冷めたものであることに注意
しなければならないjのである. Iそうではなく
て， r一流j大学に進学すれば，将来中の上くらい
の生活をする蓋然性が高くなろう， という期待が
こめられている 17)Jに過ぎない.
そもそも現代の学習者を取り巻く環境は，格差
のない社会である.中流意識90~<，;;:といわれている
ような中で，死語と思えるような f立身出世ー」で
説明されるような学歴という現実的な利誌の獲得
を目的とし，あくせく学習することは否定される
傾向が強い.現代の若者文化のテーマは， Iギンギ
ンにならないことJである.やさしさや非まじめ
主義が求められているのである.
したがって，先のような見方は変更を迫られる.
学鹿という現実的な利誌の獲得を目的とし， I暗記
社会科」の学習を手段として位置付けていること
だけにとどまらず，より按源的な意味を密かに見
出しているとみるべきではないだろうか.
(2) 試練による人間形成
出題する立場からの言である.I京都大学の教養
部を解体して総合人間学部を作ったとき，問題の
一つになったのは，どのような入学試験をするか
ということであった. (中略，引用者による，以下
向)そこで私たちは，これまでに行われた入学試
験を可能な限り収集し，その効果について調査を
した. (中略)その結果わかったのは，皮肉なこと
に，昔から行われているオーソドックスな試験が，
最も有効で、あるという事実であった. (中略)結局
私たちはユニークな試験を放棄し，これまで通り
のオーソドックスな試験をあえて探用することに
した 18日のである.社会科に関していえば，従来通
りの「暗記社会科」が有効であるということにな
ろう.
この有効性については，試練による人間形成と
いう見方がある.たとえば，次のようなものであ
る. I受験期は中学生にとって初めての試練であ
り，開時にそういう緊張の中から，ふだんより数
倍も濃い密度で，人生のさまざまな体験を心にき
ざみつけるすばらしい時期でもあるのです. (中
略)その中で、味わう喜ーびも失意も， きっと子ども
の人格をつくってゆき，人間としての力をつける
糧となるのです19)Jという積極的な受けとめ方が
ある.
さらにいえば，予備校や塾の教育計画には，本
来学校教育が担うべきだとされている人間形成を
理念として掲げている場合が少なくない.それは，
塾の名称にも認められる場合がある.暗記，再生
の熟練を図る授業を主1艮としているにもかかわら
ず，その成果はテストの点数を上げること，試験
に合格することだけではないというのである.
予備校や塾での学習を終えた学習者は人間的に
成長したとさえいう.I私が両国予備校を選んだの
は，特設1教育の本旨が，受験に必要なたった 3科
目や5科目の学力を身につけることよりも，将来
立派な毘療人・立派な社会人になることに置かれ
ていることである.この両国予備校の特訪1教育の
本旨は，大変共感できるものであった20リというの
もそうである.
これらは，試練による人筒形成という図式に
よって成立する見解である.この試練による人間
形成という図式は，成長や身分，状態の変化を象
徴的に表す通過儀礼としてよく知られているもの
である.人間の成長や変化は生物学的なものであ
る.生物学的ということは， 自然であり，連続的
なものだということだ.成長や変化は，連続的な
ままでは認識することができない.その連続に勾
読点を打ち入れることによって認識し成長や変
化を自ら認識したいと願うのは根源的な欲求であ
る.この営みが通過儀礼であり，どのような文化，
社会においても普遍的に認められるものである.
そもそも「集団にとっても，個人にとっても，
人生というものは風解と再構成，状況と形態の変
化，及び死と再生の絶え間ない連続である.人生
はまた，行動と休止，待つことと休むこと，そし
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て再び， しかし今度はちがうやり方で行動を開始
することでもある.そして，いつも越えていくべ
き新しい敷居がある 2l)Jという.この敷賠を越える
には三つの儀礼の段階がある.それは， Iさらに分
離儀礼，過渡儀礼，および統合儀礼に分析され
る22)J 3段階である.
(3) I暗記社会科jの3段階
If清記社会科Jにおいて行われる多量の無意味
とも思われる事項の暗記とその再生のテストを，
この通過儀礼の諸段階と対応、させて検討してみよ
7. 
分離の段[i皆はこれまでの状態からの離脱を行う.
これは次のように「足抜きJと表現される. Iま
ず， クラブ活動を中心とする，学校内の日常生活
的な部分から“足を抜く"という開題がある.“足
抜き"をしなければならないのはクラブ活動だけ
ではない.生徒会などのいろいろな委員，友だち
とのつき合い，校外でも，コンサートに行く，映
画を見に行く，旅行に行く，家に帰るとすぐテレ
ビを見る(中間各).およそ， 17， 18歳のあなたたち
がもっ“まともな興味"を，すべて捨てろとは言
わないが，相当に意識して減らし，しかも，毎日
一定の時間は必ず机に着いて，離れない， という
ような意識をもって，初めて高3生が受験生らし
くなる 23)Jというのである.
社会科に関していえば，多量の無意味な暗記事
項がある.それを十分に暗記し，正確に再生でき
るようになるにはかなりの時間と努力が必要とさ
れるのである.I日本史は，はっきり言って暗記科
目だからとにかく i情記するのみだと思う.だけど，
歴史は流れだから，いろいろ関連性を考えながら
やるべきだ.取に詩句の詰め込みだけだと応用カ
もないし，第一おもしろくない.何度も何度も
いて覚えたので予は痛かった24)Jというように，三子
が痛くなるほど書いて暗記しなければならない.
もちろん，理解もする.多量に正確に暗記し，再
生するためにはどんなこともいとわないのである.
そのために，これまでの生活から離脱するのであ
る.
第2の過渡の段階における「修練者はタブラ・
ラサ，すなわち，白紙の状態であらねばならない.
その上にその集関がもっ新しい身分に関係ある知
識と知患が刻みこまれるのである.修練者に課せ
られる試練や恥ずかしめは生理学的性質のものが
多いが，部分的には以前の身分を破壊すること，
部分的にはかれらに新しい責任をこなせるように
すること，および，前もってかれらが新しい特権
を濫用しないようにその本質を調整することを，
表象している 25)Jとされる.
ここでは，ニつの要素が強調される.一つは，
f敷居J上にあることによる境界的不安定を示す
状態である. もう一つは，新たな状態に対処する
ための試練としての学穏や修業を行うことである.
前者は，ターナー (v.W. Turner)によればコ
ムニタス (communitas)と1乎は、れる. I儀礼の長
老たちの一般的な権威にともに服従する平等な個
人で構成される未組織の，ないしは組織が完全で、
ない，そして相対的に米分化な，コミタトゥス
comitatus'，すなわち，共同体あるいは仲間集団と
しての社会26)Jである.すなわち，従属性と平等性
が最も求められることになる.
この従属性は，まったく学習者の主体性を無拐
した授業のあり方によく表現されている.学習内
容を選択することも，学資方法に異議を唱えるこ
とも許きれない.提供された内容をそっくり暗記
させられるのである.そのような単純な作業を従
順に消化していくという学習活動がよく象徴して
いる.この点，学習者も次のようにいう.志望校
の合格に加えて重要なことは「僕自身の変化だろ
う.高校時代，サッカ一部の規律は守ったけれど
も，校filJなどは平気で、破った.好きなことを好き
なようにやってきた.それがどうだ.両国予備校
の規則はみんな守った.素直になった.感謝の心
も人一倍もった27)Jと自ら従順になったと評する
のである.
一方平等性は，暗記量によってのみ差異化され
るという厳密な評価に認めることができるだろう.
どれだけの事項を暗記したかという評価観点だけ
が機能する.性別や個性，能力，その他学習者個
人のあり方等無関係なのである.不明瞭で揺れる
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ことの多い基準ではなく，極めて厳格で、統一的な
基準によって，学習者に対する平等性が実現して
いるのである.すなわち， Iたくさんの人を扱うと
き，われわれはそれらの人びとをなんらかの観点
から分類しなければならないことが多い.教育測
定にせよ，人事測定にせよ，そのねらいが人を差
別することではなしむしろ人を差別から解放す
る(合理的な尺度があれば不合理な差別のつけ入
る余地が少なくなるのだから)ものであるならば，
人を測定することは社会から大いに歓迎されても
よいはずで、ある28)Jという指摘に合致するのであ
る.
もう一つの試練としての学習や修業を行うこと
については，改めて述べるまでもないだろう.先
に紹介した「受験期は中学生にとって初めての試
線Jという言， I何度も何度も書いて覚えたので手
は痛かった」というような，楽しみとは無縁の苦
痛としての学習に読み取ることができるだろう.
第3の段階は統合である.敷居を賭み越えて新
たな場ー所に立ち入るようなものである.新しい身
分，地位，立場に組み入れられることを意味する.
それは，たとえば受験に合格して進学することで
ある.また，厳しい試練に耐えたことの評価を与
えられ，自らの成長を強く自覚することもある.
ところで，キャンベル(J.Campbell)は第 2の
段階をイニシェーション (initiation) ととらえ，
多くの英雄諦，神話，説話にその要素を読み取っ
ている.すなわち， Iひとたび境界を越えると，英
雄は妙に流動的で、輪郭さえもさだかでない，夢の
ような風景に足を踏み入れて，そこでえんえんと
つづく試練に耐えて進まなければならなくなる.
この局聞は神話冒険の一つの見世場をなしていて，
苦難にみちた摩諦不思議なテストや試練を主題と
する文学をこれまでに大量に産みだしてきてい
る29)Jというのである.
これは，現代の学習者を取り巻く環境ではコン
ピュータ・ゲームとして出現しているものであろ
う.主人公が冒険をし，様々な国難を乗り越え，
回り大きく成長して思賜を手に帰還するという
ロールプレイ・ゲームの一般的な図式と一致する.
すなわち，通過犠礼的な構造がロールプレイ・ゲー
ムとして発現することがあれば， I暗記社会科」と
して発現することもあるということである.
現代の学習者が「暗記社会科Jに代表されるよ
うな受験のための学習とこのようなゲームに熱中
するのは，通過儀礼，イニシェーションを無意識
のうちに切望しているということの証左であろう.
このことは成人式をはじめとする本来の通過儀礼
やイニシェーションが形骸化し，機能を失ってき
たことへの反動と受けとめることもできるのでは
ないか.
つまり， IH吾記社会科」に代表されるような学習
は，失われたかつての通過儀礼やイニシェーショ
ンの代役としてその重要な一部を狙っているとみ
ることができる.また，この点において社会が，
また直接携わる教師及び学習者自身も無意識のう
ちに意味を見出しているのである. I暗記社会科J
が姿を消さない必然性の一端をここに求めること
ができる.
5 結語一「暗記社会科」の無力化
社会科は，知識，能力，態度の統一的な育成を
行い，公民的資質のさま礎を養う教科である.民主
的な社会，国家を形成する望ましい成員の育成に
直接的に携わることである.そのような成員を育
成し，民主的な社会，国家の形成者への仲間入り
を促すことからすれば，社会科教育の意義は通過
儀礼(イニシェーション)の要素を含むものであ
るともいえるだろう.
ところが，これまで考察してきたように f暗記
社会科」にこそ通過儀礼的意味を見出せるのであ
る.本来の社会科が担うとされたこの重要な意義
も f暗記社会科jの守備範囲となっている.その
ため社会も教師も学習者も，本音あるいは無意識
の部分では， I暗記社会科」で現実的な学カの形成
も人間的な成長も可能だと感じているのである.
このような事態のもとでは， I考える社会科jの授
業は適当にやり過ごしておいて， I暗記社会科Jの
授業で§段えてほしいとなるのも当然であろう.そ
ういう傾向があるからこそ，研究授業以外は「暗
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記社会科Jの授業となるのだろう.階、れたカリキュ
ラムとして多大なエネルギーを消費して実施され
ることになる.
では，現実的には優位に立っているとも思える
ような「暗記社会科jにどのように対処していけ
ばいいのか.これまでの考察からすれば，まず「考
える社会科Jが「暗記社会科jと屑を並べるよう
な通過儀礼的意味の獲得を目指すべきだと考える.
それは，試練とテストによって成長の実感を与え
るような授業を行うことである.ほんとうに死物
狂いで考えさせられた，考えたと学習者が感じる
授業である.
1単位時間だけで刺激的なおもしろさを感じさ
せる教材を提示し，主体的に調べていくというよ
うな授業は再考すべきであろう.おもしろいこと
や楽しいことは必須で、はない.学習者の主体性を
自明視することも改めるべきであろう制.通過儀
礼，イニシエーションにおける試練は楽しいもの
ではないし，主体性など尊重されない.多大な苦
痛としての試練に対する従属性と厳しいテストが
強調されるのは先に述べた通りである.
たとえば，長文のレポートの提出を課すような
授業が考えられるだろう.筆者はこれまでに，小
学生であっても 4年ー 生には400字詰原稿用紙60枚，
5年生には80枚， 6年生には200枚のレポートを提
出させた.この実践の詳細については別の機会に
紹介するが，このような実践において学習者自ら
変わったという.rわたしは小説家になったような
気がするJ，rこの社会科のレポートに比べたら，
これまでの算数や国語の指題などなんでもないと
思うようになったJ，r自分でもこんなにたくさん
調べて，こんなに書けることに驚いたJというよ
うな反応を得た.多大な試練による成長の実感を
与える f考える社会科j授業の試みの一つである
といえるだろう.
また，評価も本当に死物狂いで考えたかどうか
を判定するものでなければならない.特に評価に
ついては，まず指導計画に明示することが求めら
れるだろう. もちろん，新たな方法の開発が望ま
れる.たとえ「考える社会科jの授業をしても，
知識の暗記量を評価する場合が大半である.考え
ることを適切に評価し得ない状態にとどまってい
る.どれだけのことをどの程度まで考えたのかに
ついて厳密に判定し，高いレベルへの挑戦を生む
ような評価，テストが求められる.
このような視点から新たな授業実践を重ねてい
くべきである.そうすることは，先に明らかにし
た「考える社会科jと「暗記社会科」を生み出す
二つの恭本的な 2項対立を無力化していく試みで
ある.r暗記社会科」は「考える社会科」との差巽
として成立しているものである.関係的なものの
一方だけを取出し，変えることはできない.両者
をともに変形していくなかで望ましくない差異を
解消するという戦略を提案する.
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